	22  大富豪になりたいのは誰？ ALT
Recommended


	項目：
	リーディング

	時間：
	15分以上

	材料：
	· 本文からの質問
· パワーポイント（可能であれば）
· ぬいぐるみやボール（可能であれば）


	流れ：
	１．生徒を４～５人のグループにする。２つの椅子を教室の前方に置き、それらを向かい向かい合せて置く。

２．（ボールを投げて）どのチームが先にするかを決める。そして先のチームの生徒を１人、前の椅子に座らせる。教師はその生徒と向かい合って座り、その生徒に質問をする。

３．もし、生徒が答えられなかったとき、教師はその生徒に「ライフライン」の権利を与える。「ライフライン」の権利とは、生徒が解答のヒントを得る手段を選べる権利のことである。（ライフラインの詳細については次のページを参照）

４．生徒が答えを最後に選んだとき、その生徒は
“I believe __A__ is the final answer!” 
と言わなければならない。

５．質問の難易度は徐々に上げていく。質問のレベルによって賞金の額も上がっていく。（100万ドルまで）For example:
$0
$500
$1000
$5000
$10000
$25000
$50000
$100000
$250000
$500000
$1000000



６．一番多くの額を手にしたチームの勝ち。


	その他の方法：
	リーディング教材やライフラインの設定で、
難易度を調整することができる。

	留意点：
	質問の数は、質問１つあたりの賞金の額によって変わる。
右の表を使用すると、質問を11回行うことになる。


  ライフライン:
· 50/50: 　教師が、４つの答から、２つの誤った答を省く。D. Johnny Depp
C. Hillary Clinton
B. George W. Bush
Who is the President of the United State now?
                 



A. Barack Obama






· Ask the Audience: 　前の生徒が同じグループの生徒に正しい答えを質問してもよい　　　
こととする。

· Phone-a-Friend: 　前の生徒が友達に電話して、ファイナルアンサーを聞くことができることとする。
For Example: 
Player A: “Hey Toshi, who do you think is the President of the U.S.? A. Barak Obama..B...C..D.?”
Player B: “I think Barak Obama is!”

参考：
http://ja.wikipedia.org/wiki/フー・ウォンツ・トゥ・ビー・ア・ミリオネア（日本語）
http://en.wikipedia.org/wiki/Who_Wants_to_Be_a_Millionaire%3F　

